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１ はじめに 

 2003 年 1 月，火山噴火予知連絡会は，活火山の定

義を「概ね過去 1 万年以内に噴火した火山，及び現

在活発な噴気活動のある火山」とし，それに基づき

選定した 108 の活火山を火山活動度によって，ラン

ク A,B,C の 3 つに分類した結果を公表した（気象

庁,2003）．火山活動度は，活火山の過去の活動を基

に算定される．同連絡会が活火山をランク分けした

のは，初めてのことである． 

 活火山の選定，及び火山活動度による活火山の分

類についての解説はこれまでにいくつか公表されて

いる（例えば，Ui et al.,2003；宇平,2003；山里,2004)． 

 本稿では，火山活動度の性質を解説するとともに，

その算定に用いられた基礎データを活動表にして示

す．火山活動度とランクの考え方については，別稿

（林・宇平,2008）で説明する． 

 

２ 活火山の定義の変更及びランク分けの経緯 

日本では，火山噴火予知連絡会（以下，予知連）

が会の任務の一環として，1974 年の設置当初から活

火山カタログの整備を続けている（気象庁地震火山

部地震火山業務課火山対策室,1995；林・宇平,2008）．

2003 年 1 月に予知連がとりまとめた，新しい活火山

の定義に基づく 108 の活火山のリスト，及び過去の

活動度を基に算定した火山活動度による活火山の分

類（気象庁,2003）もこの一環である． 

 活火山の定義の変更と分類に関する経緯の概略は，

次のようなものである． 

 1999 年 2 月，予知連の「火山噴火の長期的な予測

に関するワーキンググループ」（1995～1999 年）が

その最終報告書（気象庁,1999）において，最近一万

年以内の噴火の有無を基準とした活火山の定義の必

要性について言及した．また，将来の活火山の定義

の見直しの際には危険度によって分類をするべきで

あると報告書に示された． 

 上記の検討結果を引き継ぐ形で，予知連は，1999

年 5 月，新たに「活火山ワーキンググループ」（1999

～2003 年；世話役：井田喜明，宇井忠英）を設置し，

活火山の選定及び長期的な活動特性の評価等につい

て検討を始めた．火山地質学等の専門家及びコンサ

ルタント会社の協力を得て，事務局レベルで基礎的

な準備・検討を進めた．ワーキンググループでの議

論の必要に応じて，委員以外の専門家も招集された．

さらに，研究集会での発表（宇井・ほか, 2002；千

葉・ほか,2002）を通じて，検討段階で研究者からの

意見を収集した．このような活動を通じて，活火山

の選定と分類に係る多岐にわたる膨大な検討が行わ

れた． 

 2003 年 1 月，予知連は，活火山の定義を従来の「過

去およそ 2000 年以内に噴火した火山及び現在活発

な噴気活動のある火山」から，「概ね過去 1 万年以

内に噴火した火山，及び現在活発な噴気活動のある

火山」に変更した．従来の活火山数は 86 であったが，

新しい定義に基づいて選定された活火山数は 108 と

なった．定義の変更により，活火山の多様性が著し

く拡大したため，火山に対する施策について総合的
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に検討するための手がかりを与える指標が必要にな

った．このため，活火山を火山活動度に基づいてラ

ンク分けした（気象庁,2003）． 

 各活火山の概要は，活火山カタログ『日本活火山

総覧(第 3 版)』（気象庁編,2005）として市販されて

いる． 

 

３ 火山活動度指数の定義 

2003 年 1 月の予知連の報告（気象庁,2003）では，

活火山を分類するための指標としての火山活動度は，

指数化して表現されている．活火山の活動特性を適

切に反映することができるように，長期と短期の両

面から，つまり，過去一万年間の活動を基にした指

数と最近 100 年間の活動を基にした指数の二つが用

いられた．なお，活動度は 2002 年末時点で評価され

ている． 

 ただし，海底火山(海底にのみ噴出中心を有する火

山)及び北方領土の火山については，その他の活火山

と比べると，得られる火山活動履歴情報・観測デー

タが質的・量的に劣る．このため，単純に本州の火

山と北方領土の火山，島嶼の火山と海底火山の間で

活動度指数を比較することは，意味をなさない． 

 

3.1 長期の火山活動度指数の定義 

 過去 1 万年間の活動については，主に地質に残る

ような規模の大きい噴火の履歴に基づき，1 万年活

動度指数が(3.1)式により定義されている． 

[1万年活動度指数]＝[活動頻度指数] 

＋[噴火規模指数]＋[活動様式指数] (3.1) 

ここで， 

・活動頻度指数：過去300年間，1000年間，3000

年間，1万年間に噴火活動があった場合にそれぞ

れ0.5ずつ加算した数値． 

・噴火規模指数：過去1万年間の最大噴火の火山

爆発指数(VEI)．VEIが不明な小規模噴火のみが

知られている場合は，2として取り扱う． 

・活動様式指数：過去1万年間にあった山麓に影

響を与える次の噴火活動様式の有無． 

火砕流または火砕サージ：3 (1.5) 

山体崩壊：3 (1.5) 

泥流：2 (1) 

マグマ水蒸気爆発：2 (1) 

溶岩流：1 (0.5) 

数字は過去1000年以内に該当する噴火様式の活動

がある場合の配点で，括弧内は，過去1000年前以

前1万年前以降にのみ該当する活動がある場合の

配点．活動様式指数は，上記の各噴火様式につい

て採点し，そのうち最大の得点を採用する．例え

ば，2000年前に山麓に達する火砕流があり，300

年前に麓に達する火山泥流の発生が知られている

火山の場合は，火砕流の得点が1.5，泥流の得点が

2，そのほかは0となり，活動様式指数はこのうち

の最大値の2とする．なお，各噴火様式への配点は，

一般的な噴出物の移動速度，影響面積及び噴出物

の温度など，各噴火様式の現象の激しさ（Blong, 

1984）を勘案して定められたものである． 

 

3.2 短期の火山活動度指数の定義 

 組織的に収集された詳細な観測データが得られる

最近 100 年間については，(3.2)式により 100 年活動

度指数が定義されている．100 年間では噴火の様式

を評価するには期間が短いため，100 年活動度指数

では活動様式の項に換えて，噴火に限らず噴煙量の

増大等の火山性異常を考慮したものとなっている．

つまり，100 年活動度指数は 1 万年活動度指数とは

対象期間の長さ以外の点でも，性格の異なる指数で

ある． 

[100年活動度指数]＝[活動頻度100年指数] 

＋[活動頻度30年指数]＋[噴火規模100年指数]  (3.2) 

ここで，(3.2)式に用いる各指数は下記のとおり定め

る． 

・活動頻度100年指数：最近100年間の観測デー

タに基づいて，噴火や種々の火山性の異常が観

測された年数を求め，年数に1を加えた後に常用

対数をとる． 

・活動頻度30年指数：最近30年間について，噴

火や種々の火山性の異常が観測された年数をま

ず求める．年数に1を加え，現在噴気活動がある

場合にはさらに1を加える．この常用対数をとる． 

・噴火規模100年指数：最近100年間の噴出物総

量(万m3)の常用対数．100年間に噴火がない場合

はこの指数を0とする． 

ただし，活動頻度 100 年指数及び活動頻度 30 年指

数の算定に用いる火山性の異常は，最近 100 年間の

観測データの時間的また各火山間の均質性を保つ目

的から，五感によって認知しうる異常（火山性地震・
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微動，地殻変動，噴煙活動，海底火山では変色水域

など）だけが採用されている．例えば，麓で震度 1

に達しない火山性地震が地震計により観測されてい

た場合，異常として取り扱う基準を満たさないと判

断される． 

また，噴出物総量は，1 万 m3 単位に切り上げた毎

年の噴出物量を 100 年分足し合わせて，最近 100 年

間の噴出物総量として求められている．つまり，ご

く少量の火山灰を噴出したごく小規模の噴火のみが

あった年は，噴出物が 1 万 m3 であったとみなされ

ている． 

 

４ 火山活動度指数の算出のための活動表 

 活動度指数を正確に求めるには，各火山について

最近 1 万年間の活動履歴情報を整理する必要がある． 

 1 万年活動度指数（3.1 節）の算定に必要なデータ

セットは，火山地質学等の専門家及びコンサルタン

ト会社の協力を得て，予知連の事務局レベルで準備

が行われた．「日本の第四紀火山カタログ」(第四紀

火山カタログ委員会編 ,1999)及び"Volcanoes of the 

World"(Simkin and Siebert,1994)を基礎文献として情

報を抽出・整理し，必要に応じて修正するなどの方

法によった． 

 100 年活動度指数の算定に必要な基礎データは，

気象庁が準備を担当した．この基礎データは，「日

本噴火志 上編・下編」（震災豫防調査會,1918A,B），

「日本活火山総覧(第 2 版)」（気象庁編,1996），「本

邦海域火山通覧(改訂第 2 版)」（土出・ほか,1999），

気象要覧，験震時報，地震月報，火山報告（以上，

気象庁または中央気象台発行）の記述を抽出・編集

して作成された． 

 準備された基礎データは，予知連に委員を派遣し

ている火山観測研究の各実施機関が，研究対象の火

山分を重点的に点検した．さらに，検討段階の成果

（宇井・ほか, 2002；千葉・ほか,2002）の研究集会

での発表を通じて，研究者から広く収集した意見は，

データの品質を高めた． 

 各活火山について算出された活動度指数は表 1 に

示す．また，指数の算出に用いられた基礎データを

1 万年活動度指数については表 2 に，100 年活動度指

数については表 3 に示す． 

 

 

５ 火山活動度とランク分け 

 活火山の分類（ランク分け）は，1万年活動度指数

と100年活動度指数の組み合わせによって行い，活動

度の高い方から順に，ランクA，ランクB，ランクCに

分類された．ただし，海底火山(海底にのみ噴出中心を

有する火山)12と，北方領土に位置する活火山11につい

ては，データが不足しているため，ランク分けの対象

外であった．なお，ランク分けには，火山活動以外の

社会的な側面などは加味されていない． 

 

5.1 ランク分けの基準 

 活火山の分類は，100 年活動度指数と 1 万年活動

度指数の組み合わせによって行う．ランク分けの基

準は次のとおりである． 

ランク A：100 年活動度指数あるいは 1 万年活動

度指数が特に高い火山（100 年活動度指数が

5 より大，または 1 万年活動度指数が 10 より

大） 

ランク B：100 年活動度指数あるいは 1 万年活動

度指数が高い火山（ランク A にも C に属さな

い火山） 

ランク C：いずれの活動度指数とも低い火山（100

年活動度指数が 1 以下，かつ 1 万年活動度指

数が 7 以下） 

 ランク A とランク B のしきい値は，活動度指数の

分布(図 1)が，指数の高い 13 活火山とそれ以外とで

明確に分離されていることから決められた（宇井・

ほか ,2003）．活火山の定義が変更されたことに伴っ

て 2003 年 1 月に新たに追加された活火山には，ラン

ク分けの対象火山が 17 あるが，活動度が比較的低い

ため，いずれもランク C に分類された．各ランクに

属する活火山の数は，ランク A が 13，ランク B と

ランク C はいずれも 36，ランク分け対象外が 23 で

ある（気象庁,2003）．ランク A の活火山は，北海道，

九州及び伊豆諸島に集中していて，本州では浅間山

だけである(図 2)． 

 

5.2 火山活動度とランクの性質 

 火山活動度指数は，調査・観測の不完全性などに

よりその見積もりに誤差があるだけでなく，そもそ

も時間的に不変なものではない．これらの影響の議

論するため，二つの試算をした．試算結果を考慮す

ると，短期の火山活動度指数の小さな違いをもって 
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No. 火山名

活動頻
度指数

噴火規模
指数

活動様
式指数

活動頻度
100年指数

活動頻度30
年指数

噴火規模
100年指数

1 知床硫黄山 B 6.0 2 3 1 1.9 0.6 0.3 1.0
2 羅臼岳 B 7.5 1.5 3 3 0.0 0.0 0.0 0.0
3 摩周 B 8.5 1 6 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0
4 アトサヌプリ C 5.0 1.5 2 1.5 0.8 0.3 0.5 0.0
5 雌阿寒岳 B 5.5 2 2 1.5 3.9 1.4 1.0 1.5
6 丸山 C 6.0 2 2 2 0.3 0.0 0.3 0.0
7 大雪山 C 4.5 1.5 2 1 0.3 0.0 0.3 0.0
8 十勝岳 A 7.0 2 3 2 6.1 1.4 0.8 3.9
9 利尻山 C 3.5 0.5 2 1 0.0 0.0 0.0 0.0
10 樽前山 A 10.0 2 5 3 5.9 1.4 0.8 3.7
11 恵庭岳 C 7.0 2 2 3 0.8 0.3 0.5 0.0
12 倶多楽 C 5.0 2 2 1 0.3 0.0 0.3 0.0
13 有珠山 A 10.0 2 5 3 6.9 1.2 1.0 4.7
14 羊蹄山 C 3.0 0.5 2 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0
15 ニセコ C 3.5 0.5 2 1 0.3 0.0 0.3 0.0
16 北海道駒ケ岳 A 10.0 2 5 3 6.7 1.3 0.7 4.7
17 恵山 B 8.0 2 4 2 0.3 0.0 0.3 0.0
18 渡島大島 B 9.0 2 4 3 0.3 0.0 0.3 0.0
19 恐山 C 2.5 0.5 2 0 0.3 0.0 0.3 0.0
20 岩木山 B 5.0 2 3 0 1.5 0.8 0.7 0.0
21 八甲田山 C 3.5 1.5 2 0 0.6 0.3 0.3 0.0
22 十和田 B 7.5 1 5 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0
23 秋田焼山 B 5.0 2 2 1 2.0 0.8 0.5 0.8
24 八幡平 C 2.5 0.5 2 0 0.3 0.0 0.3 0.0
25 岩手山 B 8.0 2 4 2 2.9 1.3 0.8 0.8
26 秋田駒ケ岳 B 7.0 2 4 1 3.4 0.8 0.3 2.2
27 鳥海山 B 5.5 2 2 1.5 1.6 0.3 0.3 1.0
28 栗駒山 B 5.0 2 2 1 1.5 0.7 0.5 0.3
29 鳴子 C 4.0 1 2 1 0.3 0.0 0.3 0.0
30 肘折 C 7.0 0.5 5 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0
31 蔵王山 B 6.0 2 3 1 1.1 0.8 0.3 0.0
32 吾妻山 B 7.0 2 4 1 2.6 1.1 0.6 0.9
33 安達太良山 B 5.0 2 2 1 1.6 0.8 0.8 0.0
34 磐梯山 B 8.0 2 3 3 1.1 0.6 0.5 0.0
35 沼沢 C 7.0 0.5 5 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0
36 燧ケ岳 C 5.5 1.5 2 2 0.0 0.0 0.0 0.0
37 那須岳 B 8.0 2 3 3 2.0 0.8 0.7 0.5
38 高原山 C 2.0 0 2 0 0.3 0.0 0.3 0.0
39 日光白根山 C 5.5 2 3 0.5 0.8 0.5 0.3 0.0
40 赤城山 C 3.5 1.5 2 0 0.0 0.0 0.0 0.0
41 榛名山 B 7.5 1 5 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0
42 草津白根山 B 6.0 2 3 1 3.7 1.2 0.8 1.7
43 浅間山 A 10.0 2 5 3 5.9 1.7 1.0 3.2
44 横岳 C 4.5 1.5 2 1 0.0 0.0 0.0 0.0
45 新潟焼山 B 9.0 2 4 3 3.5 0.9 0.8 1.8
46 妙高山 C 6.0 0.5 4 1.5 0.3 0.0 0.3 0.0
47 弥陀ヶ原 C 2.5 0.5 2 0 0.3 0.0 0.3 0.0
48 焼岳 B 8.0 2 4 2 3.9 1.4 0.3 2.3
49 アカンダナ山 C 4.5 2 2 0.5 0.9 0.3 0.3 0.3
50 乗鞍岳 C 3.0 0.5 2 0.5 0.3 0.0 0.3 0.0
51 御嶽山 B 7.0 2 2 3 2.5 0.7 0.8 1.0
52 白山 C 6.5 1.5 2 3 0.3 0.0 0.3 0.0
53 富士山 B 9.0 2 5 2 0.8 0.5 0.3 0.0
54 箱根山 B 4.5 1 2 1.5 2.1 1.2 0.9 0.0
55 伊豆東部火山群 B 8.0 2 4 2 3.2 1.2 1.2 0.8

注1)火山名の列のゴシック体は、2003年1月に追加された活火山(気象庁,2003)。

注2)ランクの列の-は、ランク分け対象外であり、基礎データの性質が異なるため、指数の大小を単純比較できない。

注3)短期活動指数の合計は、端数処理のため内訳の合計と合わないことがある。

注4)各指数の算出の基礎となるデータは、表2,3による。

100年活動度指数の内訳ラ
ン
ク

1万年活動度指数の内訳1万年
活動度
指数

100年
活動度
指数

表 1 各活火山の 1 万年活動度指数と 100 年活動度指数 (1/2) 
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No. 火山名

活動頻
度指数

噴火規模
指数

活動様
式指数

活動頻度
100年指数

活動頻度30
年指数

噴火規模
100年指数

56 伊豆大島 A 8.0 2 4 2 6.7 1.7 1.1 3.8
57 利島 C 3.5 0.5 2 1 0.0 0.0 0.0 0.0
58 新島 B 6.5 1 4 1.5 2.3 1.2 1.1 0.0
59 神津島 B 6.5 1 4 1.5 2.2 1.1 1.0 0.0
60 三宅島 A 9.0 2 4 3 5.7 1.1 0.8 3.8
61 御蔵島 C 3.0 0.5 2 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0
62 八丈島 C 7.0 1.5 4 1.5 0.6 0.3 0.3 0.0
63 青ヶ島 C 6.5 2 3 1.5 0.3 0.0 0.3 0.0
64 ベヨネース列岩 - 6.0 2 2 2 4.4 1.3 0.9 2.2
65 須美寿島 - 6.0 2 2 2 2.5 0.9 0.8 0.8
66 伊豆鳥島 A 7.0 2 3 2 5.8 1.2 0.6 4.0
67 孀婦岩 - 5.0 2 2 1 0.6 0.3 0.3 0.0
68 西之島 B 6.0 2 2 2 4.3 1.3 1.3 1.7
69 海形海山 - 2.0 0 2 0 0.3 0.0 0.3 0.0
70 海徳海山 - 6.0 2 2 2 1.4 0.3 0.3 0.8
71 噴火浅根 - 6.0 2 2 2 4.6 1.4 1.0 2.2
72 硫黄島 B 6.0 2 2 2 3.4 1.3 1.1 1.1
73 北福徳堆 - 6.0 2 2 2 2.3 1.2 0.3 0.8
74 福徳岡ノ場 - 6.0 2 2 2 7.3 1.6 1.5 4.2
75 南日吉海山 - 6.0 2 2 2 2.3 0.8 0.8 0.8
76 日光海山 - 4.0 2 2 0 0.6 0.3 0.3 0.0
77 三瓶山 C 6.0 0.5 4 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0
78 阿武火山群 C 3.5 0.5 3 0 0.0 0.0 0.0 0.0
79 鶴見岳・伽藍岳 B 6.0 1 3 2 1.3 0.6 0.7 0.0
80 由布岳 C 6.5 1 4 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0
81 九重山 B 7.0 2 3 2 2.7 0.6 0.7 1.4
82 阿蘇山 A 9.0 2 4 3 7.0 1.9 1.5 3.6
83 雲仙岳 A 9.0 2 4 3 7.2 1.6 1.3 4.3
84 福江火山群 C 3.5 0.5 2 1 0.0 0.0 0.0 0.0
85 霧島山 B 9.0 2 4 3 3.2 1.1 0.8 1.3
86 米丸・住吉池 C 5.0 0.5 3 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0
87 若尊 - 2.0 0 2 0 0.3 0.0 0.3 0.0
88 桜島 A 10.0 2 5 3 8.7 1.8 1.5 5.4
89 池田・山川 C 7.0 0.5 5 1.5 0.6 0.3 0.3 0.0
90 開聞岳 C 6.5 1 4 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0
91 薩摩硫黄島 A 12.0 2 7 3 5.0 1.1 1.0 2.9
92 口永良部島 B 6.0 2 4 0 3.8 1.2 0.8 1.7
93 口之島 C 2.5 0.5 2 0 0.3 0.0 0.3 0.0
94 中之島 B 4.0 2 2 0 1.6 0.6 0.5 0.5
95 諏訪之瀬島 A 7.5 2 4 1.5 6.3 1.8 1.5 3.0
96 硫黄鳥島 B 4.0 2 2 0 2.1 0.8 0.3 1.0
97 西表島北北東海底火 - 6.0 2 4 0 4.3 0.3 0.0 4.0
98 茂世路岳 - 4.0 2 2 0 1.5 0.6 0.3 0.6
99 散布山 - 4.0 2 2 0 0.0 0.0 0.0 0.0
100 指臼岳 - 4.0 2 2 0 0.6 0.3 0.0 0.3
101 小田萌山 - 2.0 0 2 0 0.3 0.0 0.3 0.0
102 択捉焼山 - 4.0 2 2 0 2.3 0.5 0.5 1.3
103 択捉阿登佐岳 - 4.0 2 2 0 0.6 0.3 0.0 0.3
104 ベルタルベ山 - 4.0 2 2 0 0.0 0.0 0.0 0.0
105 ルルイ岳 - 2.0 0 2 0 0.3 0.0 0.3 0.0
106 爺爺岳 - 6.0 2 4 0 6.3 0.8 0.8 4.7
107 羅臼山 - 4.0 2 2 0 0.0 0.0 0.0 0.0
108 泊山 - 4.0 2 2 0 0.0 0.0 0.0 0.0

注1)火山名の列のゴシック体は、2003年1月に追加された活火山(気象庁,2003)。

注2)ランクの列の-は、ランク分け対象外であり、基礎データの性質が異なるため、指数の大小を単純比較できない。

注3)短期活動指数の合計は、端数処理のため内訳の合計と合わないことがある。

注4)各指数の算出の基礎となるデータは、表2,3による。

100年活動度指数の内訳ラ
ン
ク

1万年
活動度
指数

1万年活動度指数の内訳 100年
活動度
指数

表 1 各活火山の 1 万年活動度指数と 100 年活動度指数 (2/2) 
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No. 火山名
噴火規模

(過去1万年間
の最大噴火)

過去
3百年

過去
1千年

過去
3千年

過去
1万年

最大噴火の
規模(VEI)

火砕流/火
砕サージ

山体
崩壊

泥流
マグマ水
蒸気爆発

溶岩流

1 知床硫黄山 ○ ○ ○ ○ 3 ◎
2 羅臼岳 ○ ○ ○ 3 ◎ ◎
3 摩周 ○ ○ 6 ○
4 アトサヌプリ ○ ○ ○ 2 ○ ○
5 雌阿寒岳 ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○
6 丸山 ○ ○ ○ ○ 2 ◎
7 大雪山 ○ ○ ○ 2 ○ ○
8 十勝岳 ○ ○ ○ ○ 3 ○ ◎ ○
9 利尻山 ○ 2 ○ ○
10 樽前山 ○ ○ ○ ○ 5 ◎ ◎ ◎
11 恵庭岳 ○ ○ ○ ○ 2 ◎ ◎ ○
12 倶多楽 ○ ○ ○ ○ 2 ○
13 有珠山 ○ ○ ○ ○ 5 ◎ ○ ◎ ◎ ◎
14 羊蹄山 ○ 2 ○
15 ニセコ ○ 2 ○
16 北海道駒ケ岳 ○ ○ ○ ○ 5 ◎ ◎ ◎
17 恵山 ○ ○ ○ ○ 4 ○ ○ ◎ ○
18 渡島大島 ○ ○ ○ ○ 4 ◎ ◎
19 恐山 ○ 2
20 岩木山 ○ ○ ○ ○ 3
21 八甲田山 ○ ○ ○ 2
22 十和田 ○ ○ 5 ○ ○ ○ ○
23 秋田焼山 ○ ○ ○ ○ 2 ○
24 八幡平 ○ 2
25 岩手山 ○ ○ ○ ○ 4 ○ ◎ ◎
26 秋田駒ケ岳 ○ ○ ○ ○ 4 ○ ○
27 鳥海山 ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○
28 栗駒山 ○ ○ ○ ○ 2 ○
29 鳴子 ○ ○ 2 ○
30 肘折 ○ 5 ○
31 蔵王山 ○ ○ ○ ○ 3 ○ ○
32 吾妻山 ○ ○ ○ ○ 4 ○ ○
33 安達太良山 ○ ○ ○ ○ 2 ○
34 磐梯山 ○ ○ ○ ○ 3 ◎ ◎ ◎
35 沼沢 ○ 5 ○
36 燧ケ岳 ○ ○ ○ 2 ○ ◎ ○
37 那須岳 ○ ○ ○ ○ 3 ◎ ◎ ○
38 高原山 2
39 日光白根山 ○ ○ ○ ○ 3 ○
40 赤城山 ○ ○ ○ 2
41 榛名山 ○ ○ 5 ○ ○
42 草津白根山 ○ ○ ○ ○ 3 ○ ○
43 浅間山 ○ ○ ○ ○ 5 ◎ ◎ ◎
44 横岳 ○ ○ ○ 2 ◎
45 新潟焼山 ○ ○ ○ ○ 4 ◎ ○ ○
46 妙高山 ○ 4 ○ ○ ○
47 弥陀ヶ原 ○ 2
48 焼岳 ○ ○ ○ ○ 4 ○ ◎ ○
49 アカンダナ山 ○ ○ ○ ○ 2 ○
50 乗鞍岳 ○ 2 ○
51 御嶽山 ○ ○ ○ ○ 2 ◎
52 白山 ○ ○ ○ 2 ◎ ◎
53 富士山 ○ ○ ○ ○ 5 ○ ○ ◎ ◎
54 箱根山 ○ ○ 2 ○ ○ ○ ○
55 伊豆東部火山群 ○ ○ ○ ○ 4 ○ ○ ◎ ○

活動頻度
(噴火あり=○)

活動様式
(過去1万年間に山麓に及んだ噴出物あり=○、

過去1千年以内にあり=◎)

表 2  1 万年活動度指数を算出するための基礎データ (1/2) 



最近一万年間の火山活動に基づく火山活動度指数による日本の活火山のランク分けについて 

－65－ 
 

No. 火山名
噴火規模

(過去1万年間
の最大噴火)

過去
3百年

過去
1千年

過去
3千年

過去
1万年

最大噴火の
規模(VEI)

火砕流/火
砕サージ

山体
崩壊

泥流
マグマ水
蒸気爆発

溶岩流

56 伊豆大島 ○ ○ ○ ○ 4 ○ ◎ ◎
57 利島 ○ 2 ○ ○
58 新島 ○ ○ 4 ○ ○ ○
59 神津島 ○ ○ 4 ○ ○ ○
60 三宅島 ○ ○ ○ ○ 4 ◎ ◎ ◎ ◎
61 御蔵島 ○ 2 ○
62 八丈島 ○ ○ ○ 4 ○ ○ ○
63 青ヶ島 ○ ○ ○ ○ 3 ○ ○ ◎
64 ベヨネース列岩 ○ ○ ○ ○ 2 ○ ◎ ◎
65 須美寿島 ○ ○ ○ ○ 2 ◎
66 伊豆鳥島 ○ ○ ○ ○ 3 ◎ ◎
67 孀婦岩 ○ ○ ○ ○ 2 ○
68 西之島 ○ ○ ○ ○ 2 ◎ ◎
69 海形海山 2
70 海徳海山 ○ ○ ○ ○ 2 ◎
71 噴火浅根 ○ ○ ○ ○ 2 ◎
72 硫黄島 ○ ○ ○ ○ 2 ◎
73 北福徳堆 ○ ○ ○ ○ 2 ◎
74 福徳岡ノ場 ○ ○ ○ ○ 2 ◎ ◎
75 南日吉海山 ○ ○ ○ ○ 2 ◎
76 日光海山 ○ ○ ○ ○ 2
77 三瓶山 ○ 4 ○ ○ ○
78 阿武火山群 ○ 3
79 鶴見岳・伽藍岳 ○ ○ 3 ◎ ○
80 由布岳 ○ ○ 4 ○ ○ ○ ○
81 九重山 ○ ○ ○ ○ 3 ○ ○ ○ ◎ ○
82 阿蘇山 ○ ○ ○ ○ 4 ◎ ○ ◎ ○
83 雲仙岳 ○ ○ ○ ○ 4 ◎ ◎ ◎ ◎
84 福江火山群 ○ 2 ○ ○
85 霧島山 ○ ○ ○ ○ 4 ◎ ◎ ◎
86 米丸・住吉池 ○ 3 ○ ○
87 若尊 2
88 桜島 ○ ○ ○ ○ 5 ◎ ◎ ◎ ◎
89 池田・山川 ○ 5 ○ ○ ○ ○
90 開聞岳 ○ ○ 4 ○ ○ ○
91 薩摩硫黄島 ○ ○ ○ ○ 7 ◎ ◎ ◎
92 口永良部島 ○ ○ ○ ○ 4
93 口之島 ○ 2
94 中之島 ○ ○ ○ ○ 2
95 諏訪之瀬島 ○ ○ ○ ○ 4 ○ ◎
96 硫黄鳥島 ○ ○ ○ ○ 2

97
西表島北北東海
底火山

○ ○ ○ ○ 4

98 茂世路岳 ○ ○ ○ ○ 2
99 散布山 ○ ○ ○ ○ 2
100 指臼岳 ○ ○ ○ ○ 2
101 小田萌山 2
102 択捉焼山 ○ ○ ○ ○ 2
103 択捉阿登佐岳 ○ ○ ○ ○ 2
104 ベルタルベ山 ○ ○ ○ ○ 2
105 ルルイ岳 2
106 爺爺岳 ○ ○ ○ ○ 4
107 羅臼山 ○ ○ ○ ○ 2
108 泊山 ○ ○ ○ ○ 2

活動頻度
(噴火あり=○)

活動様式
(過去1万年間に山麓に及んだ噴出物あり=○、

過去1千年以内にあり=◎)

表 2  1 万年活動度指数を算出するための基礎データ (2/2) 
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No. 火山名
現在の噴
気活動
(あり=○)

1903-
2002の噴
出量(万

m3)

1903年以
降で活動
があった
年数(Aか

B)

1973年以
降で活動
があった
年数(Aか

B)

1
9
0
3

1
9
0
4

1
9
0
5

1
9
0
6

1
9
0
7

1
9
0
8

1
9
0
9

1
9
1
0

1
9
1
1

1
9
1
2

1
9
1
3

1
9
1
4

1
9
1
5

1
9
1
6

1
9
1
7

1
9
1
8

1
9
1
9

1
9
2
0

1
9
2
1

1
9
2
2

1
9
2
3

1 知床硫黄山 ○ 10 3 0
2 羅臼岳 0 0 0
3 摩周 0 0 0
4 アトサヌプリ ○ 0 1 1
5 雌阿寒岳 ○ 32 23 9
6 丸山 ○ 0 0 0
7 大雪山 ○ 0 0 0
8 十勝岳 ○ 7400 22 5 B
9 利尻山 0 0 0
10 樽前山 ○ 5000 23 4 A A A A A A A A
11 恵庭岳 ○ 0 1 1
12 倶多楽 ○ 0 0 0
13 有珠山 ○ 53000 14 9 B A
14 羊蹄山 0 0 0
15 ニセコ ○ 0 0 0
16 北海道駒ケ岳 ○ 50000 19 3 A A A A
17 恵山 ○ 0 0 0
18 渡島大島 ○ 0 0 0
19 恐山 ○ 0 0 0
20 岩木山 0 6 4
21 八甲田山 0 1 1
22 十和田 0 0 0
23 秋田焼山 ○ 5 6 1
24 八幡平 ○ 0 0 0
25 岩手山 ○ 5 19 4 A
26 秋田駒ケ岳 175 6 1
27 鳥海山 10 1 1
28 栗駒山 ○ 1 4 1
29 鳴子 ○ 0 0 0
30 肘折 0 0 0
31 蔵王山 ○ 0 6 0 B B
32 吾妻山 ○ 7 12 2 B
33 安達太良山 ○ 0 5 4
34 磐梯山 ○ 0 3 1
35 沼沢 0 0 0
36 燧ケ岳 0 0 0
37 那須岳 ○ 2 6 3
38 高原山 ○ 0 0 0
39 日光白根山 0 2 1
40 赤城山 0 0 0
41 榛名山 0 0 0
42 草津白根山 ○ 53 16 4 A
43 浅間山 ○ 1500 58 7 A A B A A A A A A A A A B A A A A A A A
44 横岳 0 0 0
45 新潟焼山 ○ 61 7 4
46 妙高山 ○ 0 0 0
47 弥陀ヶ原 ○ 0 0 0
48 焼岳 ○ 177 24 0 A A A A A A A A A A A A
49 アカンダナ山 1 1 1
50 乗鞍岳 ○ 0 0 0
51 御嶽山 ○ 10 4 4
52 白山 ○ 0 0 0
53 富士山 0 2 1
54 箱根山 ○ 0 15 6 B B
55 伊豆東部火山群 5 16 15

注1)噴出量は、既存の調査結果で得られた量を集約したが、調査結果が得られていない噴火は、
　　噴火の規模に応じて仮定した噴出量を用いた。
注2)表中のAは噴火があった年、Bは体感できるほどの噴火以外の顕著な現象が知られている年

表 3  100 年活動度指数を算出するための基礎データ (1/6) 
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No.

1
9
2
4

1
9
2
5

1
9
2
6

1
9
2
7

1
9
2
8

1
9
2
9

1
9
3
0

1
9
3
1

1
9
3
2

1
9
3
3

1
9
3
4

1
9
3
5

1
9
3
6

1
9
3
7

1
9
3
8

1
9
3
9

1
9
4
0

1
9
4
1

1
9
4
2

1
9
4
3

1
9
4
4

1
9
4
5

1
9
4
6

1
9
4
7

1
9
4
8

1
9
4
9

1
9
5
0

1
9
5
1

1
9
5
2

1
9
5
3

1
9
5
4

1
9
5
5

1
9
5
6

1
9
5
7

1
9
5
8

1
9
5
9

1
9
6
0

1
9
6
1

1
9
6
2

1
9
6
3

1
9
6
4

1
9
6
5

1
9
6
6

1
9
6
7

1
9
6
8

1
9
6
9

1
9
7
0

1 A A B
2
3
4
5 B B B A A A A A A A A A A A
6
7
8 B A A A B B B A A B B A A A B B
9
10 A A A A A A A A A A A
11
12
13 B A A
14
15
16 A A A B B A B A B B B B
17
18
19
20 B
21
22
23 A A A A A
24
25 B B B B B B B B B B B B
26 A B B A
27
28 A B B
29
30
31 B A B B
32 A B A B B B B B
33 B
34 B B
35
36
37 A A A
38
39 B
40
41
42 A A A A A B A B B A A
43 A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A
44
45 A A B
46
47
48 A A A A A A A A A A A A
49
50
51
52
53 B
54 B B B B B B B
55 B

注)表中のAは噴火があった年、Bは体感できるほどの噴火以外の顕著な現象が知られている年

表 3  100 年活動度指数を算出するための基礎データ (2/6) 
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No.

1
9
7
1

1
9
7
2

1
9
7
3

1
9
7
4

1
9
7
5

1
9
7
6

1
9
7
7

1
9
7
8

1
9
7
9

1
9
8
0

1
9
8
1

1
9
8
2

1
9
8
3

1
9
8
4

1
9
8
5

1
9
8
6

1
9
8
7

1
9
8
8

1
9
8
9

1
9
9
0

1
9
9
1

1
9
9
2

1
9
9
3

1
9
9
4

1
9
9
5

1
9
9
6

1
9
9
7

1
9
9
8

1
9
9
9

2
0
0
0

2
0
0
1

2
0
0
2

火山名

1 知床硫黄山
2 羅臼岳
3 摩周
4 B アトサヌプリ
5 B B B B B A A A B 雌阿寒岳
6 丸山
7 大雪山
8 B B A A B 十勝岳
9 利尻山
10 A A B B 樽前山
11 B 恵庭岳
12 倶多楽
13 A A B B B B A A B 有珠山
14 羊蹄山
15 ニセコ
16 A A A 北海道駒ケ岳
17 恵山
18 渡島大島
19 恐山
20 B B B B B 岩木山
21 B 八甲田山
22 十和田
23 A 秋田焼山
24 八幡平
25 B B B B B B 岩手山
26 A B 秋田駒ケ岳
27 A 鳥海山
28 B 栗駒山
29 鳴子
30 肘折
31 蔵王山
32 B A B 吾妻山
33 B B B B 安達太良山
34 B 磐梯山
35 沼沢
36 燧ケ岳
37 B B B 那須岳
38 高原山
39 B 日光白根山
40 赤城山
41 榛名山
42 A B A A 草津白根山
43 A B A A A B B 浅間山
44 横岳
45 A A B B 新潟焼山
46 妙高山
47 弥陀ヶ原
48 焼岳
49 A アカンダナ山
50 乗鞍岳
51 B B A B 御嶽山
52 白山
53 B 富士山
54 B B B B B B 箱根山
55 B B B B B B B B A B B B B B B 伊豆東部火山群

注)表中のAは噴火があった年、Bは体感できるほどの噴火以外の顕著な現象が知られている年

表 3  100 年活動度指数を算出するための基礎データ (3/6) 
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No. 火山名
現在の噴
気活動
(あり=○)

1903-
2002の噴
出量(万

m
3
)

1903年以
降で活動
があった
年数(Aか

B)

1973年以
降で活動
があった
年数(Aか

B)

1
9
0
3

1
9
0
4

1
9
0
5

1
9
0
6

1
9
0
7

1
9
0
8

1
9
0
9

1
9
1
0

1
9
1
1

1
9
1
2

1
9
1
3

1
9
1
4

1
9
1
5

1
9
1
6

1
9
1
7

1
9
1
8

1
9
1
9

1
9
2
0

1
9
2
1

1
9
2
2

1
9
2
3

56 伊豆大島 ○ 6040 55 12 B A A A B A A A
57 利島 0 0 0
58 新島 0 15 11
59 神津島 0 13 10
60 三宅島 ○ 6100 11 5
61 御蔵島 0 0 0
62 八丈島 0 1 1
63 青ヶ島 ○ 0 0 0
64 ベヨネース列岩 160 19 7 A A
65 須美寿島 5 7 6 A
66 伊豆鳥島 10000 14 3
67 孀婦岩 0 1 1
68 西之島 50 19 19
69 海形海山 ○ 0 0 0
70 海徳海山 5 1 1
71 噴火浅根 150 27 9
72 硫黄島 ○ 12 16 9 A
73 北福徳堆 5 15 1
74 福徳岡ノ場 15000 44 30 A A A
75 南日吉海山 5 5 5
76 日光海山 0 1 1
77 三瓶山 0 0 0
78 阿武火山群 0 0 0
79 鶴見岳・伽藍岳 ○ 0 3 3
80 由布岳 0 0 0
81 九重山 ○ 22 3 3
82 阿蘇山 ○ 4000 84 29 A A A A A A A A A A A
83 雲仙岳 ○ 20000 35 18 B
84 福江火山群 0 0 0
85 霧島山 ○ 18 13 4 A A A B A
86 米丸・住吉池 0 0 0
87 若尊 ○ 0 0 0
88 桜島 ○ 230000 62 30 A
89 池田・山川 ○ 0 1 0
90 開聞岳 0 0 0
91 薩摩硫黄島 ○ 800 11 8
92 口永良部島 ○ 50 15 5 B
93 口之島 ○ 0 0 0
94 中之島 ○ 2 3 1 A
95 諏訪之瀬島 ○ 1000 62 30 B B A A A
96 硫黄鳥島 ○ 10 5 0 A
97 西表島北北東海底火山 10000 1 0
98 茂世路岳 3 3 1
99 散布山 0 0 0
100 指臼岳 1 1 0
101 小田萌山 ○ 0 0 0
102 択捉焼山 21 2 2
103 択捉阿登佐岳 1 1 0
104 ベルタルベ山 0 0 0
105 ルルイ岳 ○ 0 0 0
106 爺爺岳 ○ 5000 5 5
107 羅臼山 0 0 0
108 泊山 0 0 0

注1)噴出量は、既存の調査結果で得られた量を集約したが、調査結果が得られていない噴火は、
　　噴火の規模に応じて仮定した噴出量を用いた。
注2)表中のAは噴火があった年、Bは体感できるほどの噴火以外の顕著な現象が知られている年

表 3  100 年活動度指数を算出するための基礎データ (4/6) 



験震時報 71 巻１～４号 

 

－70－ 
 

No.

1
9
2
4

1
9
2
5

1
9
2
6

1
9
2
7

1
9
2
8

1
9
2
9

1
9
3
0

1
9
3
1

1
9
3
2

1
9
3
3

1
9
3
4

1
9
3
5

1
9
3
6

1
9
3
7

1
9
3
8

1
9
3
9

1
9
4
0

1
9
4
1

1
9
4
2

1
9
4
3

1
9
4
4

1
9
4
5

1
9
4
6

1
9
4
7

1
9
4
8

1
9
4
9

1
9
5
0

1
9
5
1

1
9
5
2

1
9
5
3

1
9
5
4

1
9
5
5

1
9
5
6

1
9
5
7

1
9
5
8

1
9
5
9

1
9
6
0

1
9
6
1

1
9
6
2

1
9
6
3

1
9
6
4

1
9
6
5

1
9
6
6

1
9
6
7

1
9
6
8

1
9
6
9

1
9
7
0

56 A A A B A A A B B B B B B A A A A A A A A A A B A A A A A A A A A
57
58 B B B B
59 B B B
60 A B B B A B
61
62
63
64 A A A A A A B A A
65
66 A B B B B B B B B B B
67
68
69
70
71 A A A A A A A A A A A A A A A A B B
72 A A A A B A
73 B B B B B B B A A B B B B B
74 B B B B B B B B B B
75
76
77
78
79
80
81
82 A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A B A A A A A A
83 B B B B B B B B B B B B B B
84
85 B A B
86
87
88 A A A A A A B B B A A A B A A A A A A A A A A A A A A A A
89 B
90
91 A A B
92 A B A A A A A A
93
94 B
95 A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A
96 B A A A
97 A
98 A A
99
100 A
101
102
103 A
104
105
106
107
108

注)表中のAは噴火があった年、Bは体感できるほどの噴火以外の顕著な現象が知られている年

表 3  100 年活動度指数を算出するための基礎データ (5/6) 
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No.

1
9
7
1

1
9
7
2

1
9
7
3

1
9
7
4

1
9
7
5

1
9
7
6

1
9
7
7

1
9
7
8

1
9
7
9

1
9
8
0

1
9
8
1

1
9
8
2

1
9
8
3

1
9
8
4

1
9
8
5

1
9
8
6

1
9
8
7

1
9
8
8

1
9
8
9

1
9
9
0

1
9
9
1

1
9
9
2

1
9
9
3

1
9
9
4

1
9
9
5

1
9
9
6

1
9
9
7

1
9
9
8

1
9
9
9

2
0
0
0

2
0
0
1

2
0
0
2

火山名

56 B B B A B B B B B A A A B A 伊豆大島
57 利島
58 B B B B B B B B B B B 新島
59 B B B B B B B B B B 神津島
60 B A A A A 三宅島
61 御蔵島
62 B 八丈島
63 青ヶ島
64 B B B B B B B B ベヨネース列岩
65 B B B B B B 須美寿島
66 B B A 伊豆鳥島
67 B 孀婦岩
68 A A B B B B B B B B B B B B B B B B B 西之島
69 海形海山
70 A 海徳海山
71 B B B B B B B B B 噴火浅根
72 B B A A A A A A B 硫黄島
73 A 北福徳堆
74 B B B B B B B B B B B B B B A A B B B B B B B B B B B B B B B 福徳岡ノ場
75 A A B B B 南日吉海山
76 B 日光海山
77 三瓶山
78 阿武火山群
79 B B B 鶴見岳・伽藍岳
80 由布岳
81 A A B 九重山
82 A A A A A A A A A A B B B A A B B A A A A A A A A B B B B B B 阿蘇山
83 B B B B B B B B B B B B B A A A A A A B 雲仙岳
84 福江火山群
85 A B B A A 霧島山
86 米丸・住吉池
87 若尊
88 A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A 桜島
89 池田・山川
90 開聞岳
91 B B B A A A A A 薩摩硫黄島
92 A A A A A B 口永良部島
93 口之島
94 B 中之島
95 A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A B A A A A 諏訪之瀬島
96 硫黄鳥島
97 西表島北北東海底火山

98 A 茂世路岳
99 散布山
100 指臼岳
101 小田萌山
102 A A 択捉焼山
103 択捉阿登佐岳
104 ベルタルベ山
105 ルルイ岳
106 A A A A A 爺爺岳
107 羅臼山
108 泊山

注)表中のAは噴火があった年、Bは体感できるほどの噴火以外の顕著な現象が知られている年

表 3  100 年活動度指数を算出するための基礎データ (6/6) 
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ランクＡの火山：100年活動度指数あるいは1万年活動度指数が特に高い火山
ランクＢの火山：100年活動度指数あるいは1万年活動度指数が高い火山
ランクＣの火山：いずれの活動度指数とも低い火山

（注）海底火山と北方領土の火山は、ランク分けの対象ではないため図に示していない

図 1 火山活動度指数の分布とそれに基づく活火山の分類    
気象庁 (2003)の図に図説と凡例を加筆・修正  
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図 2  2003 年 1 月に新しい定義に基づいて選定された 108 活火山とランク(気象庁,2003)の分布 
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活動頻度 噴火規模 活動様式
活動頻度
100年

活動頻度
30年

噴火規模

2002 6.0 2 2 2 0.3 0.0 0.3 0.0
1982 6.0 2 2 2 2.2 0.3 0.3 1.6
2002 6.0 2 3 1 1.1 0.8 0.3 0.0
1982 6.0 2 3 1 2.9 1.0 0.6 1.3
2002 7.0 2 4 1 2.6 1.1 0.6 0.9
1982 7.0 2 4 1 3.8 1.2 1.0 1.6
2002 5.0 2 2 1 1.6 0.8 0.8 0.0
1982 5.0 2 2 1 3.0 0.6 0.3 2.0
2002 8.0 2 3 3 1.1 0.6 0.5 0.0
1982 8.0 2 3 3 4.2 0.7 0.5 3.0
2002 8.0 2 4 2 3.2 1.2 1.2 0.8
1982 6.5 1 4 1.5 1.1 0.6 0.5 0.0
2002 9.0 2 4 3 7.2 1.6 1.3 4.3
1982 9.0 2 4 3 2.8 1.4 1.4 0.0

注1)短期活動指数の合計は、端数処理のため内訳の合計と合わないことがある。

注2)各指数の算出の基礎となるデータは、表2,3,5による。

100年活動度指数の内訳
評価年

1万年活動度指数の内訳1万年
活動度
指数

100年
活動度
指数

磐梯山

伊豆東部火山群

雲仙岳

火山名

丸山

蔵王山

吾妻山

安達太良山

過去
3百年

過去
1千年

過去
3千年

過去
1万年

火砕流/火
砕サージ

山体
崩壊

泥流
マグマ水
蒸気爆発

溶岩流

2002 ○ ○ ○ ○ 2 ◎
1982 ○ ○ ○ ○ 2 ◎
2002 ○ ○ ○ ○ 3 ○ ○
1982 ○ ○ ○ ○ 3 ○ ○
2002 ○ ○ ○ ○ 4 ○ ○
1982 ○ ○ ○ ○ 4 ○ ○
2002 ○ ○ ○ ○ 2 ○
1982 ○ ○ ○ ○ 2 ○
2002 ○ ○ ○ ○ 3 ◎ ◎ ◎
1982 ○ ○ ○ ○ 3 ◎ ○ ◎
2002 ○ ○ ○ ○ 4 ○ ○ ◎ ○
1982 ○ ○ 4 ○ ○ ○ ○
2002 ○ ○ ○ ○ 4 ◎ ◎ ◎ ◎
1982 ○ ○ ○ ○ 4 ○ ◎ ◎ ◎

活動様式(過去1万年間に山麓に及んだ噴
出物あり=○、過去1千年以内にあり=◎)評

価
年

火山名

磐梯山

伊豆東部火山群

雲仙岳

噴火規模
(過去1万年
間最大噴
火の規模
(VEI))

丸山

蔵王山

吾妻山

安達太良山

活動頻度
(噴火あり=○)

火山名 評価年

評価時点
での噴気
活動

(あり=○)

直近100
年の噴
出量(万

m
3
)

直近100
年で活
動があっ
た年数
(AかB)

直近30
年で活
動があっ
た年数
(AかB)

1
8
8
3

1
8
8
4

1
8
8
5

1
8
8
6

1
8
8
7

1
8
8
8

1
8
8
9

1
8
9
0

1
8
9
1

1
8
9
2

1
8
9
3

1
8
9
4

1
8
9
5

1
8
9
6

1
8
9
7

1
8
9
8

1
8
9
9

1
9
0
0

1
9
0
1

1
9
0
2

2002 ○ 0 0 0 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
1982 ○ 40 1 0 A
2002 ○ 0 6 0 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
1982 ○ 18 10 2 A A B B
2002 ○ 7 12 2 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
1982 ○ 37 15 8 A A A
2002 ○ 0 5 4 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
1982 ○ 111 3 0 A A
2002 ○ 0 3 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
1982 ○ 1000 4 1 A B
2002 5 16 15 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
1982 0 3 2
2002 ○ 20000 35 18 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
1982 ○ 0 27 21

注1)噴出量は、既存の調査結果で得られた量を集約したが、調査結果が得られていない噴火は、
　　噴火の規模に応じて仮定した噴出量を用いた。
注2)表中のAは噴火があった年、Bは体感できるほどの噴火以外の顕著な現象が知られている年

磐梯山

伊豆東部火山群

雲仙岳

丸山

蔵王山

吾妻山

安達太良山

表 4   1982 年時点での火山活動度指数の試算例  

表５ 1982 年時点での火山活動度指数の試算例に用いた基礎データ 



最近一万年間の火山活動に基づく火山活動度指数による日本の活火山のランク分けについて 

－75－ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

噴火あるいは顕著な異常現象があった火山数の推移

0

5

10

15

20

年

火山／年

A(噴火があった火山)の数

Aの数の11年移動平均

AとB(顕著な異常現象があった火山)の数の合計

A+Bの数の11年移動平均

19501900 20001870

図 3  1982 年時点と 2002 年時点で評価した火山活動度指数の比較  

図 4 日本国内で噴火あるいは顕著な異常現象が認められた火山数の推移  
A(噴火 )と B(顕著な異常現象 )の基準は、 3.2 節と表 3 による。  
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図5 活火山の活動度指数の分布（100年活動度指数の代わりに30年活動度指数を用いて試算） 
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どちらの活火山がより活動的であるかという議論を

することは，適切でないといえる． 

 

 (1) 20 年前(1983 年)の時点で試算した火山活動度 

大きな噴火活動があると，100 年火山活動度指数

に変化が生じる．また，数百年以上の休止期間後の

噴火や，従来知られていない様式の活動が生じれば，

1 万年火山活動度にも変化を生じることがある．ま

た，100 年という区切りのため，火山活動度を評価

する時点を少しずらすだけで，火山活動度が大きく

変化することもある． 

 そこで，20 年前(1983 年)の時点で，火山活動年数

を評価した場合の火山活動を試算した．例として，

長い休止期間を経て最近 20 年間に噴火した活火山

（伊豆東部火山群と雲仙岳）と，19 世紀末が最新の

噴火である活火山（丸山，蔵王山，磐梯山，吾妻山，

安達太良山）を採り上げた． 

 20 年前の時点での活動度指数の試算結果は表 4 に，

試算に用いた火山活動の一覧を表 5 に示す．伊豆東

部火山群と雲仙岳では，1983 年時点で評価すれば活

動度指数が低く，丸山，蔵王山，磐梯山，吾妻山，

安達太良山では，1983 年時点の方が高い．評価時点

の違いによる 100 年活動度指数の差は，大きいもの

では 4 以上となる．1 万年活動度指数では，伊豆東

部火山群を除いて活動度指数に変化は生じなかった．

仮に，機械的に 1983 年時点で同じ基準でランク分け

をしていれば，ランク A の雲仙岳とランク C の丸山

のいずれも，ランク B に分類されていたことになる

（図 3）． 

 

(2) 30 年火山活動度指数の試算 

1870 年から 1902 年についても，4 章と同じ方法で

噴火あるいは顕著な異常現象の有無を調べ，国内で

噴火あるいは顕著な火山性異常が認められた火山数

の推移をまとめた（図 4）．噴火が把握されている

火山（表 3 と図 4 の A）の数は 1920 年代前後まで増

え続けるが，その後は概ね年間 6 火山程度である．

噴火した火山に火山性異常が認められた火山（表 3

と図 4 の B）を加えた数は，1960 年代頃まで増え続

けている．これらは，現在ほど充実した火山調査観

測体制がない時期には，見過ごされている噴火や顕

著な火山性異常が多くあることを示唆している．図

4 から，最近 30 年に限れば顕著な火山性異常が見過

ごされている割合は低いと考えてよいだろう． 

そこで，短期の火山活動度指数を算出する対象の

期間を最近 30 年間に限定して，火山活動度の分布を

試算した．30 年活動度指数は，次のとおり定義した． 

[30年活動度指数]＝[活動頻度30年指数] 

＋[活動頻度10年指数]＋[噴火規模30年指数]  (5.1) 

右辺各項の値は，100年活動度指数と同様に算出する

が，噴火や種々の火山性の異常が観測された年数に

ついては，第一項と第二項の算出時にそれぞれ

100/30倍，30/10倍して用いた．噴火規模30年指数の

算出には，噴出物総量を30/10倍した値を用いた．こ

れらの係数は，各項の算出に用いるデータ期間が30

年活動度指数と100年活動度指数とで異なることを

考慮するためである． 

30 年活動度指数の分布は図 5 に示す．これは，図

1 の 100 年活動度指数を 30 年活動度指数に置き換え

たものに相当する．ランク分け対象の活火山のうち

8 割以上では，30 年活動度指数と 100 年活動度指数

の差が 1 以下と小さい．2 以上の差があったもの（十

勝岳・北海道駒ケ岳・秋田駒ケ岳・焼岳・伊豆鳥島）

は，いずれも 1903～1972 年に比較的規模が大きい噴

火をした火山であり，30 年活動度指数の方が低い．

1 万年活動度指数と 100 年活動度指数の組み合わせ

の分布においては，指数の高い 13 活火山が明確に分

離されていた（宇井・ほか ,2003）．100 年活動度指

数の代わりに 30 年活動度指数を用いた場合（図 5）

では，活動度指数が高い活火山は，30 年活動度指数

が 5.5 以上の部分に見られる 8 火山からなるグルー

プと，30 年活動度指数は 4 程度だが 1 万年活動度指

数が 10 程度と高い 4～5 火山からなるグループに分

かれている．ランク A に分類された 13 活火山のう

ち伊豆鳥島以外は，このどちらかのグループに属し

ている．このように，多くの場合で，100 年活動度

指数と 30 年活動度指数は大きな差がない． 

短期の活動度指数を定義する期間を短縮すると，

調査・観測の不完全性の影響は小さくなると考えら

れる．一方で，より短い期間の観測成果から指数を

定義すると，信頼性が低い少数のデータが指数に与

える影響が大きくなる．例えば，アカンダナ山では，

100 年活動度指数が 0.9，30 年活動度指数は 1.9 であ

る．しかし，噴火と判定することに否定的な意見も

ある 1995 年の水蒸気爆発を除けば，100 年でも 30

年でも短期の火山活動度指数は 0 になるので，1995



験震時報 71 巻１～４号 

 

－78－ 
 

年の現象の解釈が活動度指数に与える影響は，30 年

活動度指数の方が大きい． 

 

６ まとめ 

 本稿では，活火山の火山活動度指数の算定とラン

ク分けに用いられた基礎データとして，最近一万年

火山活動表を示した．活動表の内容は，今後も，火

山学的な知見の蓄積にあわせて定期的に見直し，活

火山カタログの更新時に活用されるべきである． 
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